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２０２５年度活動方針（案） 

同友会理念 

（1）中小企業家同友会 ３つの目的 

１．同友会は、ひろく会員の経験と知識を交流して、企業の自主的近代化と強靭（じん）な経営体質を 

つくることをめざします。 

２．同友会は、中小企業家が自主的な努力によって、相互に資質を高め、知識を吸収し、これからの経 

営者に要求される総合的な能力を身につけることをめざします。 

３．同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中小企業をとりまく、経済・社会・政治的な環境を改 

善し、中小企業の経営を守り安定させ、日本経済の自主的・平和的な繁栄をめざします。 

（2）自主・民主・連帯の精神 

（3）国民や地域と共に歩む中小企業をめざす 
 

 

企業づくり 

１．労使見解を軸に、企業体質を強化し喫緊の経営課題を克服しよう 

２．2025共同求人・社員教育活動全国交流会 in北海道で学び、人材確保と社員教育を 

推進しよう。 

経営環境の改善と地域づくり 

１．中小企業振興基本条例の制定と活用を進め、地域の未来をデザインしよう 

２．DOR（景況調査）を活用し情勢変動への鋭敏な感覚を磨き政策提言につなげよう 

同友会づくり 

１．中期ビジョンを掲げ活動をスタートしよう 

２．会内外に同友会を発信し、仲間づくりを広げよう 

３．課題を学び合える質の高い例会を実施し、最高の学びの場である第 40回全道経営者 

"共育"研究集会 inくしろを成功させよう。 

2025年度 活動の力点（案） 
 

１．＜会員として＞ 

労使見解を土台とした経営実践に取り組み、「人を生かす経営」で企業体質の強化・変革を 

すすめよう 

 

２．＜組織として＞ 

  未来を見据えた地域づくりを考え、幅広い連携で同友会理念を広げよう 

 

３．＜役員として＞ 

  学びと実践のサイクルを回し、同友会理念を体現する企業を 1社でも多く増やそう 

2 / 14



北海道同友会２０３０ビジョン（案） 

～会員と事務局員が目指す道しるべ～ 

 

■期間：２０２５年～２０３０年 

■スローガン 

地域に役立つ企業を目指し、 

「共創」で自社の存在意義を高めよう！ 

 

【構 成】 

１．はじめに 

①この度のビジョン作成にあたって 

②「２０３０ビジョン」の意義 

③「２０３０ビジョン」の位置づけ 

 

２．「２０３０ビジョン」の活用について 

①道や支部の年度方針との関連性 

②現在地の確認 

③支部において 

④自社において 

 

３．スローガン 

地域に役立つ企業を目指し、 

「共創」で自社の存在意義を高めよう！ 

■同友会が謳う「科学性・社会性・人間性」とは 

■私たちが目指す経営者像 

 

４．「２０３０ビジョン」 

①私たちが目指す企業づくり 

②私たちが目指す経営環境の改善と地域づくり 

③私たちが目指す同友会づくり 

④私たちが描く事務局づくり 

 

まとめ 
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    一般社団法人北海道中小企業家同友会  

しりべし・小樽支部 第５３回定時総会 式次第 

 

2025年 4月 21日（月） 

於：ニュー三幸 

 

＜第 1部＞ 定時総会 18時 00分～19時 00分  

1. 開会 

2. 2025年度北海道同友会活動方針（案）の説明 

3. 議長選出 

4. 2024年度活動報告および 2024度決算報告 

5. 会計監査報告 

6. 2025年度支部役員（案）の提案 

7. 休憩、第１回幹事会 

8. 2025年度予算（案）および全道総会代議員案の提案 

9. 2025年度活動方針（案）の提案 

10. 議事採択 

11. 閉会 

 

＜第 2部＞ 懇親会 19時 15分～20時 45分  

１. 支部長挨拶 

２. ご来賓紹介 

３. ご来賓祝辞 

４. 乾杯 

５. 祝宴 

６. 閉会 
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総会・幹事会

2024 年
4 月 8 日	 次年度予定者会議 � 15 名
4 月 11 日	 四役・委員長会議 � 9 名
4 月 16 日	 第 13 回支部幹事会 � 18 名
5 月 8 日	 第 2 回支部幹事会 � 22 名
5 月 13 日	 1 泊役員研修会 � 12 名
テーマ：�実践無くして発展はない�

～同友会の学びを自社で実践するサイクル～
報告者：�横関建設工業㈱　�

� 代表取締役社長　柏谷　匡胤　氏
6 月 10 日	 第 3 回支部幹事会 � 23 名
7 月 11 日	 第 4 回支部幹事会 � 20 名
8 月 9 日	 第 5 回支部幹事会 � 17 名
8 月 29 日	 正副代表理事との懇談会 � 22 名
報告者：�北海道同友会　� 代表理事　藤井　幸一　氏 �

� 代表理事　池川　和人　氏
9 月 10 日	 第 6 回支部幹事会 � 17 名
10 月 16 日	 第 7 回支部幹事会 � 16 名
11 月 5 日	 四役・委員長会議 � 5 名
11 月 13 日	 第 8 回支部幹事会 � 17 名
12 月 9 日	 第 9 回支部幹事会 � 17 名
12 月 11 日	 次年度支部長検討会議 � 4 名
2025 年
1 月 8 日	 第 10 回支部幹事会 � 16 名
2 月 4 日	 四役・委員長会議 � 9 名
2 月 10 日	 第 11 回支部幹事会 � 17 名
3 月 13 日	 第 12 回支部幹事会 � 15 名
3 月 18 日	 次年度予定者会議 � 14 名

専門委員会

［共育・求人委員会］
2024 年
4 月 2 日	 第 8 回委員会 � 5 名
5 月 21 日	 第 1 回委員会 � 7 名
6 月 13 日	 第 2 回委員会 � 8 名
6 月 25 日	 学校と企業との就職情報懇談会 � 21 名
話題提供：�北海道倶知安高等学校　�

� 進路指導部　教諭　鯖戸　成樹　氏 �
㈱ニセコ蒸溜所　�総支配人　林　　知己　氏

7 月 22 日	 第 3 回委員会 � 5 名
9 月 18 日	 第 4 回委員会 � 6 名
10 月 30 日	 第 5 回委員会 � 6 名
12 月 3 日	 第 6 回委員会 � 7 名
12 月 12 日	 小樽商科大学	木田ゼミとのワールドカフェのご

案内 � 10 名
2025 年
1 月 10 日	 第 7 回委員会 � 5 名
1 月 21 日	 経営塾第 2弾　多様な人材を活かす！	障害者雇

用を考える経営セミナー � 16 名
事例報告：�社会福祉法人北海道宏栄社　生活支援課　�

� 課長　丸山　勝大　氏 �
小樽後志地域障がい者就業・生活支援センター
ひろば　�
主任就業支援担当者／係長　橋本　　遼　氏

2 月 17 日	 第 8 回委員会 � 4 名
［政策委員会］
2024 年
4 月 10 日	 第 7 回委員会 � 4 名
5 月 28 日	 第 1 回委員会 � 5 名
7 月 2 日	 第 2 回委員会 � 5 名

しりべし・小樽支部
2024 年スローガン
　　社会の転換期こそ、学び・実践・挑戦を合い言葉に、社員と共に次代に続く企業づくりに取り組もう！

企業づくり
　第 15 期経営指針研究会が開講し、山麓地区会からも 2名が
加わり、7名の研究生が 1年間の学びをスタートしました。
　また、8月の支部例会では、入社 2年目の社員 3名によるパ
ネルディスカッションを開催。若手社員が企業に求めるものや
働く上での価値観について率直な意見を交わし、経営者にとっ
ても貴重な学びの場となりました。
　さらに、共育・求人委員会では、小樽商科大学�木田ゼミの
皆さんと共に、地元中小企業経営者と学生が意見交換を行う
ワールドカフェを開催。企業の未来や若者の就職観について活
発な議論が交わされ、充実した交流の場となりました。

地域づくり
　政策委員会では、古平町にて移動政策委員会を実施。地元企
業の経営者と地域課題について意見を交わしました。さらに、
管内市町村職員とのオンライン懇談会を開催し、「中小企業振

興基本条例」を活かした地域活性化の事例共有を行いました。
また、支部 3月例会では、北海学園大学の大貝健二氏を招き、
地域資源の活用をテーマにした講演と意見交換を実施。地域づ
くりの新たな視点を得る機会となりました。山麓地区会と女性
部渚の会では金融機関との懇談会を開催。社会情勢や地域課題
について意見交換を行い、地域企業の持続的な成長を支えるた
めの情報共有を行いました。

同友会づくり
　5月には一泊役員研修会を実施し、支部役員同士の絆を深め
ました。8月には正副代表理事との懇談会を行い、支部全体の
方向性や戦略について活発な議論が行われました。
　また、支部例会への参加促進にも力を入れ、年間参加目標を
50 名に設定。支部幹事が積極的に会員に声をかけた結果、昨
年度に比べて例会参加率が増加し、10 月例会では 60 名が参加
するなど、大きな成果を上げました。
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8 月 7 日	 第 3 回委員会 in 古平 � 6 名
9 月 9 日	 第 4 回委員会 � 5 名
10 月 7 日	 第 5 回委員会 � 5 名
10 月 31 日	 後志の地域振興と官民連携を考える	第 1回オン

ライン交流会 � 10 名
話題提供：�小樽市　産業港湾部　�

� 産業振興課長　吉田　健一　氏 �
ニセコ町　商工観光課　�
� 係長　川埜満寿夫　氏 �
古平町　産業課観光室　�
� 商工観光係　山口友里衣　氏

11 月 21 日	 第 6 回委員会 � 6 名
12 月 13 日	 第 7 回委員会 � 5 名
2025 年
2 月 4 日	 後志の地域振興と官民連携を考える	第 2回オン

ライン交流会 � 9 名
話題提供：�倶知安町　�

� 統括監・総合政策課長　福家　朋裕　氏
3 月 6 日	 第 8 回委員会 � 4 名

［組織活性化委員会］
2024 年
4 月 17 日	 第 14 回委員会 � 7 名
4 月 19 日	 第 4 回イブニング交流会 � 3 名
4 月 30 日	 第 15 回委員会 � 8 名
5 月 16 日	 第 2 回委員会 � 7 名
5 月 23 日	 第 55 回ランチ de交流会 � 7 名
5 月 24 日	 新会員セミナー � 6 名
6 月 18 日	 第 5 回イブニング交流会　野外でBBQ � 8 名
6 月 20 日	 第 3 回委員会 � 8 名
7 月 5 日	 新会員セミナー � 3 名
7 月 8 日	 第 56 回ランチ de交流会 in 山麓 � 17 名
7 月 18 日	 第 4 回委員会 � 7 名
8 月 7 日	 第 6 回イブニング交流会 � 11 名
8 月 21 日	 第 57 回ランチ de交流会 � 9 名
8 月 22 日	 第 5 回委員会 � 7 名
9 月 12 日	 第 6 回委員会 � 5 名
9 月 12 日	 新会員セミナー � 5 名
10 月 15 日	 第 7 回イブニング交流会 � 4 名
10 月 17 日	 第 7 回委員会 � 5 名
11 月 8 日	 第 58 回ランチ de交流会 � 8 名
11 月 18 日	 新会員セミナー � 4 名
11 月 21 日	 第 8 回委員会 � 5 名
12 月 19 日	 第 9 回委員会 � 3 名
2025 年
1 月 16 日	 第 10 回委員会 � 3 名
1 月 27 日	 第 59 回ランチ de交流会 � 4 名
2 月 20 日	 第 11 回委員会 � 4 名
2 月 21 日	 第 8 回イブニング交流会 � 6 名
テーマ：�ちょっと自慢させて、私の体験談�

～同友会で学んだ成果～
報告者：�㈲ふなば農場　� 代表取締役　船場　英雄　氏 �

� （支部幹事長）�
近藤工業㈱　� 取締役副社長　近藤　修弘　氏 �
� （支部共育・求人委員長）

3 月 13 日	 ランチ de 交流会 � 6 名
3 月 19 日	 第 12 回委員会 � 3 名
3 月 27 日	 【臨時】組織活性化委員会 � 5 名

例会・特別企画

2024 年
4 月 22 日	 第 52 回定時総会 � 60 名
5 月 22 日	 5 月例会 � 33 名
テーマ：�同友会の学びを経営に活かす！！�

～委員会活動で同友会を最大限活用！～　
報告者：�� 経営指針委員長　湊　　　亨　氏 �

� （㈱北日本消毒　代表取締役社長）�
� 共育求人委員長　近藤　修弘　氏 �
� （近藤工業㈱　専務取締役）�
� 政策委員長　高井　　啓　氏 �
� （㈱髙橋牧場　ニセコミルク工房店長代理）�
� 組織活性化委員長�　舩水　浩司　氏 �
� （㈱リフォーム企画舩水　代表取締役）

6 月 6 日	 ①時を買う！「ゼロゼロ融資金融支援」説明会の
ご案内 � 3 名

講　師：�北海道信用金庫小樽支店　�
� 渉外担当調査役　狩野　心作　氏 �
日本政策金融公庫小樽支店　�
� 融資課長　小沢　健司　氏

6 月 13 日	 第 27 回女性経営者全国交流会 in 大阪 � 3 名
6 月 19 日	 6 月例会 � 30 名
テーマ：�◆「経営指針とは何か？」�

～会社が変わる実践報告～�
㈱北日本消毒　��
� 代表取締役社長　湊　　　亨　氏

� （経営指針委員会　委員長）�
テーマ：◆第 14 期経営指針研究会　修了生の実践報告
報告者：�NPO法人しりべし地域サポートセンター　�

� 代表理事　安藤　敏浩　氏 �
㈱岩永時計店　� 代表取締役　岩永　尚己　氏 �
㈱丸い　遠藤商店　� 営業　遠藤慎一良　氏

7 月 17 日	 7 月例会 � 40 名
テーマ：後志の持続的な「生産空間」をめざして
報告者：�◆積丹スピリット　�

� 代表取締役　岩井　宏文　氏 �
◆カリフッド㈱　岩内工場　�
� 代表取締役　井出　敬也　氏

進　行：�◆㈱キットブルー　�
� 代表取締役　大塚　英治　氏

8 月 26 日	 8 月例会 � 35 名
テーマ：�多様な人材を活かす！　�

若手社員の価値観＆職業観を理解しよう
講　師：㈱北海道アルバイト情報社　�
� 小樽営業所　所長　三浦　　顕　氏
パネルディスカッション�
パネラー：�①㈱北海道アルバイト情報社　�

� 小野　汐音　氏 �
② HRS ㈱　� 坪江　桂吾　氏 �
③北日本消毒㈱　� 平野　佳希　氏

コーディネーター：�㈱北海道アルバイト情報社小樽営業所　�
� 所長　三浦　　顕　氏

9 月 19 日	 第 52 回青年経営者全国交流会 in 宮崎 � 3 名
9 月 28 日	 第 39 回全道経営者“共育”研究集会	in	オホーツ

ク � 24 名
10 月 22 日	 第 43 回中同協『役員研修会』in 札幌	（全道役員

研修会第 3講） � 5 名
10 月 24 日	 10 月例会 � 60 名
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テーマ：秀岳荘の経営戦略と人づくり
報告者：�㈱秀岳荘　� 代表取締役　小野　浩二　氏 �

� （札幌支部　支部長）
11 月 27 日	 11 月例会 � 24 名
テーマ：�「TheNISEKOの開催報告」�

羊蹄山麓味覚フェスタから 10 年を経て
報告者：�㈱マウンテンサイド　�

� 代表取締役社長　脇山　　潤　氏 �
� （TheNISEKO実行委員長）�
全日本司厨士協会小樽支部　�
� 副支部長　小川　　学　氏

12 月 16 日	 望年例会 � 44 名
テーマ：�AI・IT 利活用を推進するために会社で考えたこ

と、起きたこと
講　師：�HRS ㈱　� 代表取締役社長　鈴木　貴文　氏

2025 年
1 月 14 日	 新年交礼会 � 64 名
テーマ：�小樽商科大学のユニバーサルユニバーシティ構想
講　師：�小樽商科大学　� 学長　穴沢　　眞　氏

2 月 27 日	 2 月例会 � 17 名
テーマ：�地域課題に挑む新たなビジネスモデル
報告者：�（同）共和町ぴかいちファーム　�

� 代表社員　山本　耕拓　氏 �
� （農業経営部会　部会長）�
余市川温泉㈱かやね　�
� 代表取締役　茅根　英昭　氏 �
� （北後志地区会　地区会長）

3 月 24 日	 3 月例会 � 42 名
講　師：�北海学園大学　経済学部　�

� 教授　大貝　健二　氏
パネリス�ト：�

㈱たるしぇ　�代表取締役社長　齊藤　哲治　氏 �
㈱髙橋牧場　ニセコミルク工房　�
� 店長代理　高井　　啓　氏

地区会

［2024 年度小樽地区会打合せメンバー］
2024 年
7 月 31 日	 小樽地区会打合せ � 8 名
9 月 26 日	 中小企業振興基本条例勉強会 � 9 名
10 月 10 日	 小樽地区会打合せ � 7 名
11 月 15 日	 小樽地区会打合せ � 11 名
12 月 10 日	 小樽地区会打合せ � 7 名
2025 年
1 月 7 日	 小樽地区会打合せ � 10 名
2 月 19 日	 小樽地区会打合せ � 9 名
3 月 14 日	 小樽地区会例会 � 34 名
テーマ：「小樽市中小企業振興基本条例」ディスカッション
パネリスト：�㈲利尻屋みのや　�

� 代表取締役　簑谷　和臣　氏 �
㈱イコル　�
� 代表取締役社長　寺下　知志　氏

［山麓地区会］
2024 年
4 月 25 日	 第 9 回幹事会 � 12 名
5 月 23 日	 17 回定時総会 � 31 名
テーマ：�北見から地球の健康を見つめる　�

～循環型社会と産学官連携～
報告者：環境大善㈱　� 代表取締役　窪之内　誠　氏

6 月 11 日	 第 1 回幹事会 � 8 名
6 月 18 日	 函館支部道南エネルギーシフト研究会主催　京極

発電所見学および懇親会 � 6 名
7 月 16 日	 第 2 回幹事会 � 9 名
7 月 23 日	 7 月納涼例会 � 32 名
テーマ：�「サンモリッツ視察報告」　ニセコを世界が誇るリ

ゾートに
報告者：�㈱本間松藏商店　�

� 代表取締役社長　本間　浩規　氏
8 月 19 日	 第 3 回幹事会 � 8 名
8 月 27 日	 「中小企業と地域経済の活性化を考える」	山麓地

区金融機関との懇談会 � 20 名
9 月 27 日	 第 4 回幹事会 � 9 名
10 月 19 日	 The	NISEKO
10 月 29 日	 【延期】第 5回幹事会 � 6 名
10 月 29 日	 同友会本部・札幌事務所	事務局員との懇談会

� 6 名
11 月 13 日	 第 5 回幹事会 � 6 名
12 月 12 日	 第 6 回幹事会 � 7 名
2025 年
1 月 22 日	 第 7 回幹事会 � 9 名
2 月 5 日	 新年例会 � 21 名
テーマ：�我が社の事業承継
講　師：�㈱加藤建設工業　�代表取締役　川上　孝博　氏

3 月 3 日	 第 8 回幹事会 � 6 名
［北後志地区会］
2024 年
4 月 11 日	 第 11 回幹事会 � 4 名
5 月 17 日	 第 17 回定時総会 � 11 名
テーマ：同友会の歩き方　活かし方
報告者：�観光農園峠のふもと紅果園　�

� 園主　寒河江　仁　氏 �
㈲マルコウ　福原伸幸商店　�
� 代表取締役　福原　江太　氏

6 月 5 日	 第 1 回幹事会 � 6 名
9 月 4 日	 9 月例会 � 11 名
テーマ：�北星余市は、こんな学校です�

～意外と知られてない、北星余市高校の内側～
報告者：北星学園余市高等学校　�校長　今堀　　浩　氏

9 月 26 日	 第 2 回幹事会 � 3 名
11 月 12 日	 11 月「持ち寄り交流会」 � 5 名
11 月 28 日	 【延期】第 3回幹事会 � 1 名
12 月 18 日	 第 3 回幹事会 � 3 名
2025 年
2 月 13 日	 第 4 回幹事会 � 3 名

部会・研究会

［渚の会］
2024 年
4 月 10 日	 体験例会① � 6 名
テーマ：「エネルギー療法」体験
講　師：エスティメート㈱　�
� 代表取締役　厚谷久美子　氏

4 月 11 日	 第 29 回総会 � 14 名
テーマ：昆布文化と街づくり
報告者：�㈲利尻屋みのや　� 顧問　簑谷　　修　氏

4 月 11 日	 2024 年度会費 � 11 名
4 月 24 日	 体験例会② � 3 名
テーマ：「エネルギー療法」体験
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講　師：�エスティメート㈱　�
� 代表取締役　厚谷久美子　氏

6 月 3 日	 6 月運営会議「旧	なぎさの会」 � 6 名
7 月 8 日	 7 月例会 � 9 名
テーマ：第 27 回女性経営者全国交流会 in 大阪に参加して
報告者：�㈱アイケア北海道　�

� 取締役副会長��安田友美子　氏 �
㈱るーぶる　� 代表取締役　山本　由香　氏 �
西尾弘美法律事務所� 弁護士　西尾　弘美　氏

8 月 20 日	 8 月運営会議 � 5 名
9 月 26 日	 移動例会（小樽・北後志） � 5 名
10 月 11 日	 10 月運営会議 � 6 名
11 月 14 日	 11 月金融懇談会 � 12 名
テーマ：金融・経済情勢について
報告者：�日本政策金融公庫小樽支店　�

� 支店長　関口　正樹　氏
2025 年
1 月 27 日	 1 月運営会議（懇親会） � 6 名
2 月 26 日	 2025 新春例会 � 10 名
テーマ：運が良くなる 3ステップ
講　師：�� 西條恵理子　氏

3 月 4 日	 3 月運営会議 � 7 名
3 月 28 日	 第 30 回総会 � 13 名
テーマ：�大好きな小樽を、もっと盛り上げたい
報告者：�㈱ Otaruarch　代表取締役／�

㈱アースキュア　取締役　� 橋本喜生子　氏
［水産経営部会］
2024 年
5 月 14 日	 5 月幹事会 � 5 名
6 月 14 日	 6 月幹事会 � 8 名
7 月 3 日	 小樽シャコプロジェクト試食会 � 12 名
7 月 10 日	 7 月幹事会 � 5 名
9 月 2 日	 9 月幹事会 � 5 名
10 月 2 日	 10 月幹事会 � 4 名
10 月 16 日	 小樽旬の地魚観光推進会議　第 1回会議 � 15 名
11 月 6 日	 たかしま交流会 � 24 名
テーマ：味だけじゃない、食の共感力を生み出そう
講　師：� 萬谷利久子　氏

12 月 4 日	 小樽旬の地魚観光推進会議　第 3回会議 �
テーマ：�MUJI�BASE�

～廃坑を活用した宿泊施設～
講　師：�㈱良品計画　ディベロップメント　�

� エキスパート　後藤　　諭　氏
2025 年
1 月 22 日	 1 月幹事会 � 2 名
1 月 29 日	 小樽旬の地魚観光推進会議　第 4回会議 �
テーマ：�市⺠とともにまちの価値を高める地域ブランディ

ング
　　　　福岡大学経済学部　� 准教授　岡　　祐輔　氏

2 月 26 日	 2 月幹事会 � 2 名
3 月 5 日	 小樽旬の地魚観光推進会議　第 5回会議 �
3 月 27 日	 3 月幹事会 � 3 名

［青年部青年経営者懇談会］
2024 年
4 月 10 日	 4 月世話人会 � 3 名
4 月 15 日	 第 12 回定時総会 � 17 名
5 月 14 日	 5 月世話人会 � 2 名
6 月 13 日	 6 月世話人会	 � 4 名
6 月 30 日	 こんこん亭 � 31 名
7 月 11 日	 7 月世話人会 � 3 名
8 月 1 日	 8 月世話人会 � 5 名
8 月 30 日	 納涼例会 � 10 名
9 月 9 日	 9 月世話人会 � 4 名
9 月 14 日	 「カオスマーケット」「北運河ナイトマーケット

Yummy 市」	ご協力のお願い　 � 2 名
10 月 10 日	 10 月世話人会 � 4 名
10 月 31 日	 10 月オープン例会 � 33 名
テーマ：�生成AI で業務改善！ChatGPT活用の実践例
講　師：�HRS ㈱　環境防災部　道路環境課　課長代理 /�

イノベーション推進室�AI チーム　�
� 嶋田　安浩　氏

11 月 7 日	 11 月世話人会 � 3 名
11 月 22 日	 全道青年部・後継者部会交流会 in 旭川 � 7 名
12 月 12 日	 12 月世話人会 � 4 名
2025 年
1 月 16 日	 1 月世話人会 � 4 名
2 月 18 日	 2 月世話人会 � 4 名
3 月 13 日	 3 月世話人会 � 4 名
3 月 21 日	 サウナ例会 � 12 名
［経営指針研究会］
2024 年
4 月 10 日	 第 14 期　第 10 講 � 5 名
6 月 24 日	 第 1 講 � 6 名
7 月 30 日	 第 2 講 � 5 名
9 月 3 日	 第 3 講 � 7 名
9 月 25 日	 第 4 講　 � 4 名
11 月 5 日	 第 5 講 � 4 名
12 月 11 日	 第 6 講 � 6 名
2025 年
1 月 21 日	 第 7 講 � 7 名
2 月 28 日	 第 8 講 � 4 名

［農業経営部会］
2024 年
9 月 24 日	 第 1 回幹事会 � 5 名
10 月 21 日	 第 2 回幹事会 � 2 名
［障害者いきいきフォーラムしごとプラス］
1月 16 日	 経営塾第 2弾　多様な人材を活かす！　	

障害者雇用を考える経営セミナー � 16 名
事例報告：�社会福祉法人北海道宏栄社　生活支援課　�

� 課長　丸山　勝大　氏 �
小樽後志地域障がい者就業・生活支援センター
ひろば　�
�主任就業支援担当者／係長　橋本　　遼　氏
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支部役職 　　　　氏名 　　　　　　　　　　会社名 　　　　役職 地区会

顧問 井上　　一郎 （株）光合金製作所 相談役 小樽

相談役 吉本　　正則 （株）吉本組 代表取締役会長 岩宇

支部長 湊     　亨 （株）北日本消毒 代表取締役社長 小樽

副支部長 西尾　　弘美　　 西尾弘美法律事務所 弁護士 小樽

〃 柏谷　　匡胤　　　 横関建設工業（株） 代表取締役社長 山麓

幹事長 船場　　英雄　 （有）ふなば農場 代表取締役 山麓

副幹事長 米山　　佳宏 （株）温泉宏楽園 専務取締役 小樽

経営指針委員長 鈴木　　貴文 HRS（株） 代表取締役 小樽 新

 共育・求人委員長 近藤　　修弘 近藤工業（株） 取締役副社長 小樽

組織活性化委員長 舩水　  浩司 （株）リフォーム企画舩水 代表取締役 小樽

政策委員長 高井　    啓 （株）髙橋牧場 ニセコミルク工房店長代理 山麓

小樽地区会長 髙橋　　　健　　 （有）髙橋設備工業 代表取締役 小樽

山麓地区会長 木村　　聖子 （株）保険ステーション 倶知安オフィス 取締役マネージングディレクター 山麓

北後志地区会長 茅根　　英昭 余市川温泉（株）かやね 代表取締役 北後志

岩宇地区会長 永井　　恵亮　　　 永井石油（株） 代表取締役 岩宇

渚の会　代表 安田　　友美子 （株）アイケア北海道 取締役副会長 小樽

青年経営者懇談会
代表

村田　　智宏 （株）小樽トレース 代表取締役 小樽 新

農業経営部会　会長 山本　　耕拓 合同会社共和町ぴかいちファーム 代表社員 岩宇

食と観光部会　会長 松田　　　亙　　 （株）小樽海洋水産 代表取締役 小樽

障がい者いきいきフォー
ラムしごとプラス　代表 熊谷　　嘉行 （有）熊谷テント製作所 代表取締役 小樽

幹事 安藤　  敏浩　 NPO法人しりべし地域サポートセンター 代表理事 北後志

〃 井上　　　晃 （株）光合金製作所 代表取締役社長 小樽

〃 小笠原　眞結美 （株）オー・プラン 代表取締役社長 小樽

〃 川上　　孝博 （株）加藤建設工業 代表取締役 山麓 新

〃 金ヶ﨑　貴義 （株）ホンダモーター金ヶ﨑商会 取締役専務 小樽

〃 金宗　　有美 合同会社ダルフィンインターナショナル 代表 小樽

〃 上参郷  光祐　　 （株）樽石 代表取締役社長 小樽

〃 西條　　公敏 西條産業（株） 代表取締役社長 小樽 新

〃 白戸　　正宏 （株）白戸工務店 代表取締役 岩宇

〃 進藤　　竹則　 （株）進栄 代表取締役 岩宇

〃 髙橋　　　斎 　　 （有）エム・アシスト 代表取締役 小樽

〃 富田　　　旭 （株）富田 代表取締役社長 小樽

〃 中山　　仁史 （株）K2 代表取締役 小樽

会計監査 小笠原　俊介 社会保険労務士法人オフィス小笠原 社会保険労務士 小樽 新

会計監査 岩永　　尚己 （株）岩永時計店 代表取締役 小樽 新

しりべし・小樽支部　2025年度役員体制
第1回幹事会で互選
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2025/4/17

会員数

（株）光合金製作
所

井上　一郎
社会保険労務士
法人オフィス小笠
原

小笠原　俊介 地区会長
（有）髙橋設備工
業

髙橋　健

（株）岩永時計店 岩永　　尚己 幹事長 （株）温泉宏楽園 米山　佳宏

（株）吉本組 吉本　正則

会員数

地区会長 永井石油（株） 永井　恵亮

幹事長 （株）進栄 進藤　竹則

（株）北日本消毒 湊　亨 会員数

地区会長
余市川温泉（株）
かやね 茅根　英昭

幹事長
NPO法人しりべし
地域サポートセン
ター

安藤　 敏浩

西尾弘美法律事務所 西尾　　弘美 横関建設工業（株） 柏谷　　匡胤　 会員数

地区会長 （株）保険ステーション 木村　聖子

幹事長 （株）髙橋牧場 高井　啓

（有）ふなば農場 船場　英雄

会員数

代表世話人
（株）小樽トレー
ス 村田　智宏 37名

（株）温泉宏楽園 米山　　佳宏 会員数

代表
（株）アイケア北
海道 安田　友美子 14名

会員数

会長
（合）ぴかいち
ファーム

山本　耕拓

 幹事長
（有）いちふじ柴
田商店 柴田　英幸

委員長 （株）リフォーム企画舩水 舩水　浩司 委員長 近藤工業（株） 近藤　修弘 委員長 （株）髙橋牧場 高井　啓 委員長 HRS（株） 鈴木　貴文

（株）K2 中山　仁史 担当四役 （株）温泉宏楽園 米山　佳宏
栄伸開発工業
（株） 三國　順也 （有）エム・アシスト 髙橋　斎 会員数

(株)イコル 寺下　知志 （株）オー・プラン 小笠原　眞結美
小樽駅前ビル
（株） 柏木　信博 （株）小樽トレース 村田　智宏 部会長

（株）小樽海洋水
産 松田　亙 募集中

（有）入久 三浦水産 三浦　滉司
（株）北海道アル
バイト情報社

三浦　顕
（有）エム・アシス
ト 髙橋　斎 （株）加藤建設工業 川上　孝博

Mインシュランスサー
ビス 水森　雅紀 HRS（株） 鈴木　貴文

（株）兼正 阿部
製麺 阿部　恭久 担当四役 （株）北日本消毒 湊　亨

（株）小樽海洋水産 松田　亙 小樽商科大学 北川　泰治郎 近藤工業（株） 近藤　修弘 （株）ぎんざ 鳴海　大

華婉 髙田　寧子
かもめソリューショ
ンズ 三上　淳

医療法人社団佐
藤歯科 佐藤　友美

合同会社ダルフィン
インターナショナル

金宗　有美

（株）シーガル 山岸　篤史
NPO法人しりべし地
域サポートセンター 安藤　敏浩 （株）たるしぇ 齊藤　哲治 （株）富田 富田　旭

（株）た志満 田島　明宏
センチュリー21（有）
ハウスバンク 一戸　裕之 (株)樽石 上参郷　光祐 （株）日本橋 中井　健太郎

（株）樽石
上参郷　光
祐

（株）樽石 上参郷　光祐 担当四役
西尾弘美法律事
務所 西尾　弘美 西條産業（株） 西條　公敏 代表

（有）熊谷テント
製作所

熊谷　嘉行

合同会社ダルフィン
インターナショナル

金宗　有美 （株）光合金製作所 井上　晃
（株）光合金製作
所 井上　晃

（株）ホンダモーター
金ヶ﨑商会 金ヶ﨑　貴義

担当四役 （有）ふなば農場 船場　英雄 （株）宝樹造園 三栖　裕司 （株）福津組 福津　宇基

（株）ホンダモーター
金ヶ﨑商会

金ヶ﨑　貴
義

（株）丸い 遠藤商
店 遠藤　友紀雄

宅配パン るーぶる 山本　由香 （株）三ッ江建築
測量事務所 三ッ江　元治

担当四役
横関建設工業
（株） 柏谷　匡胤

障がい者いききﾌｫｰﾗﾑしごとプラス

経営指針研究会

支部長

しりべし・小樽支部　2025年度組織図

支部幹事会
（31名）

支部総会
顧問

相談役

会計監査

岩宇地区会

地区会

農業経営部会

研究会

食と観光部会

36名

経営指針委員会（11名）共育・求人委員会（12名） 政策委員会（15名）組織活性化委員会（14名）

56名

青年部　青年経営者懇談会

女性部渚の会

小樽地区会

200名

25名

36名

山麓地区会

幹事長

副支部長

北後志地区会

部会

副支部長

副幹事長
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（氏名五十音順・敬称略）

氏名 会社名 役職

1 安藤　　敏浩 NPO法人しりべし地域サポートセンター 代表理事

2 柏谷　　匡胤　　　 横関建設工業（株） 代表取締役社長

3 川上　　孝博 （株）加藤建設工業 代表取締役

4 木村　　聖子 （株）保険ステーション 倶知安オフィス 取締役マネージングディレクター

5 熊谷　　嘉行 （有）熊谷テント製作所 代表取締役

6 近藤　　修弘 近藤工業（株） 取締役副社長

7 西條　　公敏 西條産業（株） 代表取締役社長

8 進藤　　竹則　 （株）進栄 代表取締役

9 鈴木　　貴文 HRS（株） 代表取締役

10 高井　    啓 （株）髙橋牧場 ニセコミルク工房店長代理

11 西尾　　弘美　　 西尾弘美法律事務所 弁護士

12 船場　　英雄 （有）ふなば農場 代表取締役

13 舩水　　浩司 （株）リフォーム企画舩水 代表取締役

14 本田　　　哲 本田興業（株） 代表取締役

15 松田　　　亙　　 （株）小樽海洋水産 代表取締役

16 湊　　　 　亨 （株）北日本消毒 代表取締役社長

17 村田　　智宏 （株）小樽トレース 代表取締役

18 山本　　耕拓 合同会社共和町ぴかいちファーム 代表社員

19 米山　　佳宏 （株）温泉宏楽園 専務取締役

しりべし・小樽支部代議員

（一社）北海道中小企業家同友会　第57回全道定時総会（6月4日）
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2025年 4月 21日 

しりべし・小樽支部 2025年度活動方針 

 

【スローガン】 学びの環境、学びの習慣 

 

① 例会の活性化・充実 

・支部例会への積極的な参加への声掛け→出欠連絡のお願い 

・気づきや実践に繋がるグループ討論の実施 

・委員会活動への参加を促進し、レベルの高い学び合い活動を展開する 

・役員研修会の開催 

 

② 経営指針を作ろう 

※経営指針（経営理念、10年ビジョン、経営方針、経営計画） 

・経営指針をテーマとした例会や部会ごとの勉強会を増やす 

・経営指針研究会などを通じて経営指針作成を支援 

・作成した経営指針を発表する機会を増やすとともに、金融機関との連携や社内

への浸透を支援 

・全国大会、全道大会に参加し、全国レベルと自社のレベルの差を知る 

 

③ 直近の経営課題に関する支部例会や部会ごとの勉強会実施 

・人手不足（採用力の強化と職場環境の改善） 

・後継者の交流・育成 

・会員の意見や課題を把握し、ニーズに応じた勉強会を企画・開催する 

 

④ 中小企業振興基本条例の制定・活用 

•条例の内容や目的を会員に周知 

•条例に基づく各自治体の施策や支援策を活用 

•条例の「制定」にも取り組み、未制定の地域での働きかけを強化 

•各自治体や関係機関との連携を強化 

•地域経済の活性化への貢献 
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⑤ 会員を増やす 

•例会での学びの成果を、未会員や既存会員に向けて積極的に発信する 

•広報活動の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 役員の基本方針 

会員のために、 

・良いと思うことは 「すぐにやる」 

・もっと良い方法が見つかったら 「変更する」 

・間違えたと思ったら 「すぐ止める」 

・PDCA を回し、改善を繰り返しながら支部運営を行う 
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〈同友会理念とは〉
　企業に経営理念があるように同友会にも同友会運動の
歴史と経験の蓄積の中で培われてきた同友会理念と呼ば
れるものがあります。理念とは、「価値判断の基準となる
根本的な考え方」の意味であり、会の目的、性格、基本
となる考え方を総称するものです。
　同友会理念とは、現在、次の三点にまとめられています。
　第一には、「同友会の三つの目的」です。
　第二には、「自主・民主・連帯の精神」です。
　第三には、「国民や地域と共に歩む中小企業をめざす」
ということです。

〈会員間取引の三つの申し合せ〉

（1） 　同じものを買うなら会員企業から。会員にはなるべ
く安くて、良いものを提供する。

（2） 　率直に希望を出しあい、仕方なくお義理で取引する
のはやめ、お互いに利益は保障する。

（3） 　取引を通じて、会員同士の “ 友情 ” と “ 信頼 ” がいっ
そう深まるよう努力する。

〈運営にあたっての心掛け〉
（1） 　会員の要求は、どんなに小さくとも必ずとりあげ、

成果は全会員のものになるようつとめる。
（2） 　会員の自主性を尊重し、知りあい、学びあい、援け

あいを日常的に追求する。
（3） 　会員の思想、信条、企業の大小、会員としての経歴、

社会的な地位に関係なく、会員は対等平等であり、そ
れぞれの立場から自由に発言できる雰囲気を保障する。

（4） 　身近な問題を軽視せず、大きな課題を諦めず “ 早く”
と “ 粘り強く” を織り込んで活動をすすめる。

（5） 　ボス支配を絶対にさけ、全会員が運営に参加するよ
う細心の注意を払う。

（6） 　他団体との交流も積極的に行い、要求や目的で一致
できる点では手をとりあい、縄張り主義に陥らない。

（7） 　決定は “ 全員一致 ” をたて前とし、十分に論義をつ
くす。

（8） 　個人の政党支持、政治活動の自由を保障し、会員が
政治に関心をもつことは大いに結構だが、同友会とし
ては、一党一派にかたよらない。

私 た ち の 合 言 葉

☆　知りあい、学びあい、援
たす

けあい、共に繁栄をめざしましょう！

☆　きばらず、せかず、諦
あきら

めず、私たちの要望を実現しましょう！

☆　激動をよき友とする経営者になりましょう！

（1）�　同友会は、ひろく会員の経験と知識を交流して、企業の自主的近代化と強靱な

経営体質をつくることをめざします。（良い会社をつくろう）

（2）�　同友会は、中小企業家が自主的な努力によって、相互に資質を高め、知識を吸収

し、これからの経営者に要求される総合的な能力を身につけることをめざします。

（良い経営者になろう）

（3）�　同友会は、他の中小企業団体とも提携して、中小企業をとりまく経済・社会・政

治的な環境を改善し、中小企業の経営を守り安定させ、日本と北海道経済の自主的・

平和的な繁栄をめざします。（良い経営環境をつくろう）

同友会の三つの目的
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